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Cefadroxnの 内科的疾愚への応用

辻本兵博 ・清水賢一 ・丸山博司

星ケ丘厚生年金病院内科

Cefadroxi11.0～1.5g/日 を3～14日 闇,呼 吸器感染症9例,慢 性尿賂感染症の急性増悪4例,

計13例 に投与 し,1例 の薯効を含む8例 に有効、有効率75%と い う成績をえた。呼吸器感 染症の殆

どは,慢 性気管 支炎あ るいは気管 支拡張症の急性増悪症例 で,1例 を除 き肺 炎を併発 していた。そ

の うち,マ イ コプラズマ肺 炎お よび原発性非定型肺 炎の3例 を除 くと,6例 中5例83%に 有効であ

った。尿路感染症 も慢性膀胱 炎の急性増悪の2例 と腎孟炎2例 で,い ずれ もE.coli感 染症で,臨

床的に全例有効 で,細 菌学的にE.coli全 部消失 したか,菌 交代 した。

副作用は1例 に嘔気 ・食 思不振 で3日 後に内服を中止 した1例 を認めたが,そ の後無治療で2～

3日 後に快復 した。

最近 開発 されたCefadroxilは 強 力な しか も広範の抗

菌力を発揮す る半合成Cephalosporim内 服剤 である。そ

の抗菌活性は,臨 床材料分離株602株 につ いて,Cepha-

lexinとCefradineに ついての 比較実験で,同 程度 の

活性を示す1)。 しか し,Cefadroxilは マウス に対す る

S.pyogenesの 実験的感染症 に対 しては,後2者 よりは

す ぐれた抗菌力を示 してい る1)。

この事実は等量内服 した場合,血 中濃度の半減時 間が

Cefadroxilが 後2者 よ り長時間を要す るとい う成績2)に

一致 してい る。

この新 しい薬剤を呼吸器感染症 および尿路感染症 に応

用す ることができた。その成績 の概要を報告 し,2～3

の知見を加えたい。

I.研 究 方 法

1.治 療対象

呼吸器感染症9例-細 菌性肺炎7例(マ イコプラズマ

肺炎2例 を含む)、3年 来 の 慢性気管支炎の 急性増 悪1

例,ウ イルス肺炎1例-お よび尿路感染症4例,計13例

であ る。外来治療を中心 としたので,病 室 の都合で入院

が遅 れた2例 の重症例を除 き,8例 の中等症 と軽症3例

である。9例 の呼吸器感染症の うち5例 に気管支拡張症

が基礎疾患 として合併 してお り,1例 に胸郭成形術の実

施された肺結核治癒後に慢性気管支 炎が合併 している。

いずれ も10年 以上の陳 旧性の ものである。尿路感染症4

例 中,5年 以上の慢性膀胱炎の急性増悪1例 を含む慢性

膀胱炎 の急性増悪3例 が基礎疾患 と同様に考慮され,13

例中11例 迄が感染症を基盤 とした慢性基礎 疾患 を持 った

症例であ った。

2.治 療方法

Cefadroxil 1.0な い し1.5gを 分3あ るいは分4で 内

服せ しめた。いずれ も単独投与で,他 の抗菌製剤 の併用

は禁 じた。投与時間は7～14日 間 とした。上記症例に,

Cefadroxil治 療前に抗生物質 の投与 され て いたのは2

例で,1例 は無効,他 の例は薬剤名 も不明で効果 も判定

できなか った。

3.薬 効判定

肺炎に関 しては,胸 部X線 陰 影の全 部消失を著効、面

積 で半分以上の消退 を有効,2割 の消退をやや有効,そ

れ以下の場合を不変,2割 以上の陰影 の増加を増悪とし

た。

気道感染症 においては、喀痰 量,咳 蹴の程度の著しい

減少 とその他CRP,白 血球数 な どの正常化を著効とし

た。喀痰量の半量以下に減少 した場合 と,そ の他の症状

所見の改善 をみる場合を有効 とした。

尿路感染症 の場合においては,次 の ように して判定し

た。著効 とは,投 与前の尿 より検 出された起炎菌の消失

は勿論,発 熱 の消失な ど自覚症状 の日常生活に支障され

ない程 度に迄3日 以内に改善 した場合をい う。起炎菌の

消失 と自他覚症状の消失 が4～7日 を要 した場合、有効

と判定 した。7日 以内に 自他覚症状の消失をみたが,起

炎菌 の減少(108以 内)を みても消失に到 らなかった場合

をやや有効 とした。 自他覚所見 の如何に拘 らず、起炎菌

が存続 し,減 少 して も103以 上 の減少に達 しないものを

不 変 とした。

II.治 療 成 績

1.総 合効果

治療効果の概要をTable 1に 示 した。13例 中,著 効

1例7.7%,有 効8例61.5%,や や有効1例7.7%、 判

定不能1例 で あ った。 有効 以上の有効率は12例 中9例

75.0%で あ った。

呼吸器感染症9例 中適応外のマイコプラズマ肺炎と原

発性異型肺炎3例 を除 く6例 中1例 に著効,4例 に有効,
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Table 2 Bacteriological findings following cefadroxil treatment

1例 やや有効で有効率は83.3%で あ る。 著効を え た

慢性気管支炎の急性増悪例は軽症ではあったが,1日20

回以上の膿性疾が3日 後には2～3回 の喀 出に減少 し,

7日 後には1回 に減少した。 症例No.1は 重症で広範

囲の陰影 に発熱 ・白血球増多,多 量の膿性疾,脱 水な ど

があ った。入院病室 な く外来で,Cefadroxilを1.5g投

与 した。X線 像には改善を認めなかったが,白 血球 の正

常 化,膿性疾の減少などの所見の改善が認め られたので,

やや有効 と判定 した。 ちなみに,そ の後入院 しHR756

を点 静し,陰 影がほぼ消失 した。

症例No.2,3,4,5は いずれ も感染症を惹起 しやす

い気道感染症に合併 した もので,X線 像は相当部分消失

しても,完 全には消 えなか った ので有効 と判定 した。勿

論,膿 性疾 の減少,白 血球数やCRPの 正常化は認 め ら

れ てい る。

尿路感染症4例 では いずれも有効で,100%の 有効率

を えた。3例 に慢性尿路感染 症の既往歴があ ったが,尿

中 白血球数を除 く完全な臨床所見 の改善 を み た。 症例

No.11も 高熱,脱 水,食 思皆無 の重症例であったが,

Cefadroxil 1.0g投 与で よく反応 し,投 与3日 間 で自

覚症状消失 し,7日 後には臨床検査所見 も正常化 した。

しか し,細 菌学的にE.coliが 他 の細菌に置換 した為に

著効 とは判定せず,有 効とした。

2.細 菌学的効果

効果判定対象外-Cefadroxilの 抗菌範囲を こえた症

例-の 症 例No.6,7,8の3例 を 除外 して 考 えた。2

例 が 正常 細 菌 叢 のみ で,起 炎菌 と考 え られ る ものが検出

され な か っ た 。 他 の4例 の呼 吸 器感 染 症 は いずれ も,

H.influenzaeを107～108/ml喀 痰 中 よ り検 出した。

Cefadroxil治 療 に よ り1例 はCandida albicansに,1例

はS.Pneumoniaeに 置 換 され た が,他 の2例 はH.in-

fluenzaeが 依 然 と して 検 出 され た 。 これ らを 臨床総合効

果 と対 比 す る と菌 置換2例 は や や 有効 と有効 各1例 であ

り,起 炎菌 存 続2例 は いず れ も有 効 であ った 。臨床著効

例No.9で はH.influenzae107/mlがH.influenzae

3×105/mlと 減 少 し,Enterobacter cloacae 2×105/ml,K.

Pneumoniae 1×105/mlと 置 換 され て い る。 喀痰1ml

に 対す る数 値 で は上 記 の よ うに あ ま り有 効 でないかの印

象 を うけ るが,1日 の喀 痰 量 は1/30以 下 に 滅少 してい

るの で,や は り著 効 に は 間違 い な く,Cefadroxil 2週

間投 与後 放 置 して も,再 燃 を み な か った 。

尿 路 感 染 症 は いず れ もE.oozi108～108/mlの 感染症で

あ った が,1例 はE.coli 103/mlとS.faecalis 5×108

/mlの 混合 感 染 で あ った が,こ れ らはProteus属,5

faecalis, Enterobacter cloacae et aerogenesに 置換し

た 。慢 性 経 過 の3例 は 当然 とい え るか も しれな いが,急

性 腎 孟 炎 の1例 も発 症 は15日 前 で,こ の間 に抗 生物質が

使 用 され て お り,証 拠 は な いが,慢 性尿 路 感染症 であっ

た か も しれ な い 。
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III.副 作 用

患者の訴えによる副作用は、投 与2日 後か ら 食 思 不

振,嘔 気が出現 した1例 のみであ る。3日 後に耐え られ

ないと自ら中止 した。その後は無治療に より,自 然に3

日後には快復してい る。又,他 覚的な副作用 も観察 しえ

なかった。

検査所見としては、 その概要をTable 3に 一括 した

通りである。尿所見は表に示さなかったが,投 与前 と比

較して異常所見は認め られなかった。赤血球 お よびHb

値には治療前後を通 じて有意の変化を示 した例 はみあた

らない。 また,BUN,ク レアチ ニン値 には正常範囲を逸

脱 した症例に遭遇 しなか った。肝機能検査では,No.11

においてALP値 が11.0Uか ら13.6U(正 常値≦12.0)

へ増加 している。

IV.考 捜

Cefadroxilを 呼吸器感染症9例 、尿 路 感 染 症4例,

計13例 に投与 して,著 効1例 を含む8例 に有効一有効率

75.0%一 とい う成績をえた。抗菌 スペ ク トラムを逸脱 し

たマイ コプラズマ肺炎 と原発性非定型肺炎の3例 を除 く

と,10例 中9例90%と い う商率に有効であ った。 この成

Table 3 Haematological and biochemical findings before and after cefadroxil treatment

(): total billirubin value
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績は内服剤 としては期待通 りの良好な成績 であ った。

細菌性(マ イ コプラズマを除 く)肺 炎5例 中4例 と慢

性気管支炎の急性増悪1例 には,い ずれ もH.influenzae

を喀痰 よ り検出 した。

その うち,3例 は菌交代,3例 は 乱influenzaeが 残

存 していた(1例 は 多数菌種 が検出 された の で重複)。

5例 共慢性気管支炎ない し気管支拡張を基礎疾息 として

2,3～10年 以上 も梱患 していた 事 が 背景 にあることか

ら,著 効(胸 部X線 像の完全消失 と排菌 の陰性化)を う

ることは困難な ことは十分予想 され,菌 交代 の認め られ

ることも当然であろ う。 しか し,胸 部X線 像の改善,臨

床像 として膿性痰 の著しい減少,CRPの 陰性化,白 血

球数の正常化,そ の他炎症に付随 した自他覚的所見 の改

善は十分に観察され た ので 有効 とした。H.influenzae

の存続 した症例 も喀痰喀出回数が半減以上滅少 し,1回

の喀出量 も少な くなってお り,1日 全体量 としては1/3

～1/10以 下に減少 した と考え られ るか ら,H.influenzae

の菌量 も著 しく減少 した と考 え られ る。

一方,H.influenzaeに 対す る薬剤 のMICは 平均27.6

μg/ml8)で あ ることか ら,大 体 この付近にMIC分 布が

あると考え ると,薬 効の十分発揮で きる場合 と,や や有

効程度の薬効の上限に近 い と考 えられ,上 記呼吸器感染

症に対す る効果は妥当 と考 えられ る。

この ような考 え方か らす ると,尿 路感染症の場舎,本

報告の経験 例はE.coli感 染症で,MICは 低いので6塚

中か ら除かれた とい う成績 とよ く一致する。菌交代した

とはいえ.臨 床所見 も殆 ど改善 したので,有 効 と考えて

いる。すなわち,Cefadroxilの 抗菌 力に 対す る評価が

低下す るものではない。

以上,備 かの症例であ ったが,主 として中等症以下の

内科的感染疲に対 してCefadroxilが 有効である事がわ

か った。 しか し.用 量.投 与 日数 に関 しては,考 察を加

えるだけの資料が えられなかった。今後の検肘にまちた

い。

本論文 の要 旨は第27回 日本化学療法学会総会(昭 和54

年6月7日 ・於 ・福岡)に て発表 した。
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HIROSHI MARUYAMA

Department of Internal Medicine, Hoshigaoka Koseinenkin Hospital

Cefadroxil, a new cephalosporin derivative, was clinically applied on 9 cases of respiratory tract in-

fection and 4 cases of urinary tract infection. Cefadroxil was given orally at a daily dose of 1.0 g or

1.5 g dividing 4 or 3 times. In one case of primary atypical pneumonia, the administration was dis-

rupted 3 days after the onset of treatment by side effects of anorexia and nausea.

In overall evaluation, good result was obtained in 9 cases, 75 % of 12 cases subjected to analysis. Out

of 8 respiratory tract infections, 1 acute exacerbation of chronic bronchitis and 7 bacterial penumonia

containing 2 mycoplasma pneumonia, good results were shown in 5 cases (62.5%). Cefadroxil was ef-

fective in all 4 cases of urinary tract infection, though there was included a case of chronic cystitis

for 3 years or over. All of them were infected with E. coli, which was replaced by other gram-

negative bacilli after cefadroxil treatment.


